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令和６年度第２回WGのまとめ①

＜検討内容＞

1 本日の会議について

2 第１回ＷＧのまとめとその後の動き

3 データ連携基盤に関する調査結果報告

4 事例発表１ 道内外におけるデータ連携基盤の共同利用（NEC 村田氏）

5 事例発表２ 道外におけるデータ連携基盤の共同利用（NTTコミュニケーションズ 床並氏）

6 北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（素案）

7 意見交換



令和６年度第２回WGのまとめ②

＜意見等の概要＞
○ビジョン（データ連携基盤の共同利用）
・共同利用を役場同士で一緒に協議することで、お互いのノウハウだとか、足りないリソースを埋め合っているイメージをお伺

いして、共同利用は自分達に今いない人材を育てていくチャンスだと市町村に理解していただくことも

ビジョンの中に組み込んでいく必要がある。単純に基盤を相乗れば得しますという短期的な話じゃなくて、役場の中に

人材を育てていくという視点の中で何をやるべきかを考えて、共同利用に向かってほしい。

・ビジョンのエクセルの早見表ですけど、子育てについてのサービスを、うちの役場はまずはやりたいんだと言ったときに、

サービスがまずあって、その基盤はここにあるというような索引の仕方。早見表があった方が、サービスありきでものと

考える素地になる。サービスからスタートするのはすごく大事な視点かと思います。

・アンケート、九割以上の自治体が導入を検討しない、かつ、そのうち２割は必要性すら感じていな

いことを考えると、ある程度イニシアチブを持ったビジョンの書きぶりにしないと、リソースが足りないので検討できていま

せんというのが続いてしまうのかなと思います。ビジョンには何か動機づけを促す、動機を強化していくよう

な表現になるといいのかなと思いました。

・サービスを前に持って行った方が良いというのは大賛成ですけれども、別の自治体が提供しているサービスとその

効用、何に対して効果があるのか。例えば予算が減るとか何かが良くなったという、エビデンスじゃ

なくてもいいんですけど、定量的な数値があると、すごくやりやすいと思う。



令和６年度第２回WGのまとめ③

＜意見等の概要＞
○自治体職員の人材育成
・データ連携基盤、一般的にはなかなか理解が難しい。サービスだけを見ると、データ連携基盤って必要なかったりするんです。

道庁で可能であればやっていただきたいのは、各市町村、市役所でもそうですが、基盤を使うと何ができるのかとか、基盤それ

ぞれの特徴っていうのは全然理解できていない。自治体同士が集まった課題を解決していく場を作って、人材

を育成していく。単にデータ連携基盤を共同利用しましょうって言っても進んでいかないと思っていま

す。このビジョンに入れられるのか、来年度のビジョンなのかわかんないですけど、入れられるといいのかなと思っております。

○データ連携の検討に際して

・デジ田でやりたいことと、データ連携基盤でデータ共有に向いていることっていうのは必ずしも一

致しないので、その辺は注意した方が良いと思ってまして、例えばヘルスケアのデータ、データ自体は価値があるも

のですけれども、他の自治体と連携して何か価値が生み出せるかというと、無理やり使っても役に立

たないということもあると思うので、あるデータは活用しつつ、やりたいことをきちんとそれに引っ張

られすぎずに議論することが大事かなと思いました。



第2回WG後の国等の動き①

＜デジタル庁＞
〇第４回データ連携基盤共同利用ビジョンに係る意見交換会（オンライン開催）
日時：１月28日（火）14:00～16:00
内容：（１）はじめに（全国の策定状況）

（２）自治体からの事例報告
（３）意見交換
（４）デジタル庁より

結果：

＜大阪府＞
〇第３回自治体データ連携基盤共用化研究会（ハイブリッド開催）
日時：１２月１６日（月）15:00～17:00
内容：（１）第３回自治体データ連携基盤共用化研究会の位置付け

（２）共同利用に関する検討状況の中間整理
（３）相互利用に関する検討状況の中間整理
（４）意見交換

結果：都道府県間におけるデータ連携基盤の共同利用・相互利用について検討状況（中間整理）。
３月開催予定の第４回研究会では最終取りまとめ、来年度の研究会の取扱いについて協議する予定。



第2回WG後の国等の動き②

＜全国都道府県情報管理主管課長会研究会(J-LIS)＞
〇令和６年度全国都道府県情報管理主管課長会秋季全国会議（愛媛県）
日時：１０月３１日（木）～１１月１日（金）
内容：（１）講演（デジタル庁、総務省）

（２）分科会（事例発表・研究討議）
（３）全体会議（分科会報告、次年度開催県の決定など）
（４）ラウンドテーブル（テーマ：「データ連携基盤のあり方について」）
（５）記念講演（サイボウズ株式会社青野代表取締役社長）

結果：ビジョンの策定に向けた動きやデータ連携基盤に関する各府県の受け止めなどについて、情報交換
したほか「共同利用可能な全国のデータ連携基盤を調査整理して、ビジョンを策定する都道府県に
共有してほしい。」などのデジタル庁への要望事項について、意見交換し、取りまとめた。

○ラウンドテーブル参加府県との「共同利用可能な基盤の一覧表」の共有
目的：新たに基盤を必要とする市町村から相談があった場合、現状、道内の限られた基盤のみしか共同利

用先の候補として示せないことから、他県の共同利用可能な基盤を含め、複数の選択肢を示したい
ため

結果：１０県から一覧表の共有について賛同を得た（道からラウンドテーブルに参加した18府県に照会）



市町村への意見照会

＜北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（素案）に関する意見照会＞
目的：デジタル庁事務連絡で示された「データ連携基盤の共同利用の基本的な考え方」を踏まえ、道内外

に既に基盤が多数あることから、基盤の乱立を抑制し、必要に応じて既存の基盤の共同利用を促す
ことを基本としたビジョンを策定することとし、別添のとおり「ビジョン（素案）」を作成したこ
とから、道内自治体の意見を広く求めるために実施。

日時：令和６年１２月６日（金）～１２月２０日（金）
結果：ビジョン（素案）本文に関する修正意見等はなかった

＜データ連携基盤に関するセミナー＞
目的：データ連携基盤の共同利用に関する講演や道内におけるデータ連携基盤を活用した取組の事例紹介

などを通じ、データ連携基盤に関する基礎的知識等を習得していただくとともに、道が今年度、策
定を進めている共同ビジョン（素案）に対する概要を周知するために実施。

日時：令和６年１２月１２日（木） １４：００～１５：３０
内容：１）講 演 「エリアデータ連携基盤の活用に向けて」（デジタル庁 原参事官補佐）

２）事例紹介 「3,000人の村が進めるデジタル田園都市国家構想」（更別村 今野参事）
３）説 明 「北海道データ連携基盤共同利用ビジョン（素案）」（道ＤＸ推進課）

結果：約４０名が参加（３２市町村３４名を含む）



令和６年度 道のオープンデータ関連の取組

・10月2日「北海道ミライづくりフォーラム2024」
で、生成AIをテーマとした課題解決型ワーク
ショップを開催（道における実証成果を活用）

・当日は、市町村職員ほか、１１名が参加し、講演
やワークショップ、ＲＡＧ活用デモなどを体験

ＤＸカンファレンスの開催

オープンデータ官民ラウンドテーブルの開催

道庁内保有データの棚卸し調査

・一昨年度のＷＧで検討し、初めて調査を実施、
昨年度も継続実施し、調査結果（R4:約1,000件、
R5:約1,000件）をオープンデータとして公開

・今年度も、９月に調査を実施し、11月に調査結
果（約1,100件）を取りまとめ公開済

・道が保有するデータの民間等における利活用
を進めるとともに、オープンデータに関する
民間ニーズを把握するため、道に対するデー
タ要望を募集（11月～12月）

・今年度も、３事業者から８項目に関する要望あり。
要望者とデータ所有課が直接、対面で協議を行う
べく調整中

＜昨年度のラウンドテーブルの様子＞

データ要望
「字地番改
正調書」に
ついて（北
海道公報）


